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研究成果の概要（和文）：明度と彩度が異なる青色相を背景色にした陽画表示と陰画表示による16配色を用い、女子大
学生16名を対象に、VDT画面の配色が作業効率と疲労に及ぼす影響について検討した。30分間のVDT作業の結果、作業効
率は、文字色と背景色の明度差が最も小さい配色の陽画表示画面において有意に低下したが、他の15配色において有意
な低下はみられなかった。主観申告と眼精疲労を示すCFF値による分析の結果、疲労感は、文字色と背景色の明度差が
小さい配色ほど高いことが認められた。文字色と背景色のコントラスト比が国際基準WCAG 2.0に適合する配色において
も、生理的疲労及び主観的疲労感に影響を及ぼす場合が確認された。

研究成果の概要（英文）：The study involving 16 college students aimed to examine the effects of different 
color combinations on VDT screens on their work efficiency and fatigue during 30-minute tasks. Sixteen 
color combinations in positive and negative display modes with blue backgrounds of varying levels of 
lightness and chroma were prepared. Although the work efficiency was significantly lower when the 
difference in the lightness of the colors of characters and background was the smallest and the screen 
was in the positive display mode, there were no significant decreases when the other 15 color 
combinations were used. An analysis based on the CFF, which indicates the levels of subjective fatigue 
and eye stain, suggested that the smaller the difference in the lightness, the stronger the feeling of 
fatigue. The students also experienced physiological and subjective fatigue when the contrast ratio 
between the colors of characters and background complied with the Web Content Accessibility Guidelines 
2.0.

研究分野： 色彩学、デザイン学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1) 高度情報化社会における情報通信技術
の発展により、インターネットや多様な ICT
デバイスが普及し、コンピュータ用ディスプ
レイ等の VDT（視覚情報端末：Visual Display 
Terminals）を介して多くのデジタルコンテ
ンツが利活用されている。その一方で VDT 作
業に起因する IT 眼症や VDT 症候群の増加が
報告されている（高橋 2005）。 
 
(2) 2008 年に勧告された「Web Content 
Accessibility Guidelines 2.0」（以下 WCAG 
2.0 と記す。）により、ウェブコンテンツにお
ける文字色と背景色のコントラスト比等の
適合基準が示されている。WCAG 2.0 により、
文字と背景のコントラストはRGB値から算出
されるコントラスト比を用い、レベル AA 基
準の下限比は 4.5：1とされる。 
 
(3)国内では厚生労働省の「VDT 作業における
労働衛生管理のためのガイドライン」により
VDT 作業のための環境整備指針が策定されて
いる。しかし、これらのガイドラインでは表
示される色の選択及び配色に関する具体的
条件は呈示されず、既存のデジタルコンテン
ツの色彩デザインにおいてはあらゆる色が
氾濫しているのが現状である。これらのこと
から、デジタルコンテンツの画面配色設定に
おいて、既存のガイドラインが示す基準条件
とともに、望ましい配色の推奨条件を明らか
にすることは、VDT 作業者の負担軽減及び作
業効率の向上に有用であると考えられる。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、青色相の背景色に対して文字
色を黒とする陽画表示画面8配色と文字色を
白とする陰画表示画面 8配色を用い、明度及
び彩度が異なる背景色によるVDT画面が作業
効率と生理的心理的反応に及ぼす影響につ
いて検討することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
(1)VDT 画面の配色設定:VDT 画面の配色に使
用する色として、白、黒、青色相 7色の合計
9色を設定した（表 1）。WCAG 2.0 において定
義されるコントラスト比は sRGB 色空間にお
ける RGB 値（0～255）を用いて算出される。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

陽画表示 8配色と陰画表示 8配色の配色番号
及び色彩条件を表 2、表 3に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2)被験者: 女子大学生 16 名（年齢: 19.2±
0.4 歳、視力: 裸眼又は矯正視力 0.9～1.0） 
(3)実験場所: 長崎県立大学情報演習室 
(4)実験環境: 
①コンピュータ 16 台に対して、3波長形昼白
色の 32 形直管蛍光灯（TOSHIBA Hf メロウラ
イン FHF32EX-N-H）を取り付けた 2 灯用埋込
型のルーバ付照明ベース6台が天井面に設置
された情報演習室を使用した。室内壁面窓か
らの太陽光の入射を防ぐためにブラインド
及びカーテンにて遮光した。 
②室温: 27.0±1.0 ℃、相対湿度: 57±4 %
③照度: キーボード上 700±100 lx、ディス
プレイ画面上（画面中央）600±100 lx 
④視距離: 約 40 cm、文字高: 3 mm（MS 明朝
10.5 p） 
⑤ディスプレイ: DELL E2011H 20.5 インチ
TFT液晶(sRGB対応)、表示画素数1600×900、
標準輝度出力 250 cd/m2 
⑥コンピュータ: DELL OPTIPLEX990(OS: 
Windows 7) 
(5)実験時期: 2012 年 8 月 
(6)VDT 作業課題:アルファベット、数字、ひ
らがながランダムに表示された文字列を見
て、指定された3個の文字（アルファベット、
数字、ひらがなの各 1種より 1個）に一致す
る場合「1」を、それ以外の場合「0」を入力
する作業を課題とした。 
(7)測定項目:  
①作業効率（作業量、誤入力率） 
②生理指標（収縮期血圧、拡張期血圧、心拍
数、CFF 値〔臨界融合周波数：Critical Fusion 
Frequency〕） 

表 1 使用色の設定値と測定値 

表 2 陽画表示 8配色の色彩条件 

主波長
刺激
純度

H値 L値 S値 R値 G値 B値 x y Y λ(nm) Pe

170 255 255 255 255 255 0.3227 0.3188 147.2 468 5.0%

青1 170 224 255 192 192 255 0.2670 0.2390 77.6 467 33.0%

青2 170 192 255 128 128 255 0.2099 0.1508 37.0 465 62.0%

青3 170 160 255 64 64 255 0.1646 0.0772 15.8 464 86.0%

青4 170 128 255 0 0 255 0.1496 0.0516 10.0 463 95.0%

青5 170 96 255 0 0 192 0.1506 0.0502 4.0 462 95.0%

青6 170 64 255 0 0 128 0.1511 0.0514 1.6 462 94.0%

青7 170 32 255 0 0 64 0.1571 0.0714 0.5 465 89.0%

黒 170 0 255 0 0 0 0.2857 0.2857 0.2 477 21.0%

白 

 設定値 測定値

HLSカラーモデル RGBカラーモデル 色度（CIE XYZ表色系）

表 3 陰画表示 8配色の色彩条件 

N1 青1 白 69.6 28.0% 1.7：1 不適合

N2 青2 白 110.2 57.0% 3.3：1 不適合

N3 青3 白 131.4 81.0% 6.2：1 適合

N4 青4 白 137.2 90.0% 8.6：1 適合

N5 青5 白 143.2 90.0% 11.9：1 適合

N6 青6 白 145.6 89.0% 16.0：1 適合

N7 青7 白 146.7 84.0% 19.6：1 適合

N8 黒 白 147.0 16.0% 21.0：1 適合

文字色
配色
番号

背景色
サン
プル

測定値

文字と背景の
輝度Yの差
〔絶対値〕

(cd/m2)

文字と背景の
刺激純度の差

〔絶対値）

国際基準 WCAG 2.0

RGB値
による

ｺﾝﾄﾗｽﾄ比

ﾚﾍﾞﾙAA
基準

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

P1 青7 黒 0.3 68.0% 1.1：1 不適合

P2 青6 黒 1.4 73.0% 1.3：1 不適合

P3 青5 黒 3.8 74.0% 1.8：1 不適合

P4 青4 黒 9.8 74.0% 2.4：1 不適合

P5 青3 黒 15.6 65.0% 3.4：1 不適合

P6 青2 黒 36.8 41.0% 6.4：1 適合

P7 青1 黒 77.4 12.0% 12.2：1 適合

P8 白 黒 147.0 16.0% 21.0：1 適合

配色
番号

測定値

サン
プル

文字色
彩度差

（文字と背景の
刺激純度の差

〔絶対値〕）

明度差
（文字と背景の
Y値の差

〔絶対値〕）

背景色 RGB値による
ｺﾝﾄﾗｽﾄ比

ﾚﾍﾞﾙAA
基準

国際基準 WCAG 2.0

A

A

A

A

A

A

A

A



③心理評価（疲労感、画面に対するイメージ
評価） 
 疲労感は、「自覚症しらべ」（城 2002）を用
い、Ⅰ群(ねむけ感）、Ⅱ群（安定感）、Ⅲ群
（不快感）、Ⅳ群（だるさ感）、Ⅴ群（ぼやけ
感）の全 5 群における 25 の症状について作
業前と作業後に 5段階（1.全くあてはまらな
い～5.非常によくあてはまる）で評価しても
らった。画面に対するイメージ評価は、作業
終了後、「見やすさ」、「読みやすさ」、「美し
さ」、「派手さ」について 5段階で評価しても
らった。 
(8)実験手順: 15 分間の椅座位安静後、生理
指標を測定し、疲労に関する症状を回答して
もらった。30分間の VDT 作業後、生理指標を
測定し、疲労に関する症状、画面に対する印
象についてイメージ評価を回答してもらっ
た。 
 
４．研究成果 
(1)結果 
①作業量と誤入力率 
 陽画表示において、8 配色間の作業量に配
色要因による有意な主効果が認められた。そ
の後の多重比較により、配色 P1-P5、P1-P7
の組み合わせにおいて作業量に有意差が認
められた。8 配色間の誤入力率に配色要因に
よる有意な主効果が認められた。その後の多
重比較により、配色 P1-P2、P1-P3、P1-P4、
P1-P5、P1-P6、P1-P7、P1-P8 の組み合わせに
おいて誤入力率に有意差が認められた。 
 陰画表示において、8 配色間の作業量及び
8 配色間の誤入力率に配色要因による有意な
主効果は認められなかった。 
 
②作業前後の血圧と心拍数 
 陽画表示の収縮期血圧と拡張期血圧のい
ずれも各配色の作業前と作業後の測定値に
有意差はみられなかった。心拍数は、配色 P1、
P3、P4、P5、P7、P8 の 6配色において作業後
に有意な高値を示した。 
 陰画表示の収縮期血圧は、配色 N7 におい
て作業後に有意な高値を示した。拡張期血圧
は作業前と作業後の測定値に有意差はみら
れなかった。心拍数は、配色 N1 において作
業後に有意な高値を示した。 
 
③作業前後の CFF 値 
 疲労評価指標として用いられる CFF 値（フ
リッカー値）は、点滅光と点灯光を弁別する
際の周波数閾値である。VDT 作業後の CFF 値
の低下が大きいことは、覚醒水準の減衰、知
覚機能の低下が大きいことを示し、中枢疲労
が大きくなることが報告されている（市川ら
2006）。陽画表示では、配色 P1～P8 の 8配色
全てにおいて作業後のCFF値が有意な低値を
示した。 
 陰画表示では、配色 N1～N6 の 6 配色にお
いて作業後の CFF 値が有意な低値を示した。
分散分析の結果、陽画表示と陰画表示のいず

れも 8配色間の CFF値変動率に配色要因によ
る有意な主効果はみられなかった。CFF 値変
動率と背景色のY値及び刺激純度との関係に
ついて有意な相関関係は認められなかった。
CFF 値変動率において、個人内での配色条件
による共通した変動傾向はみられなかった。 
 
④疲労感の評価 
 「自覚症しらべ」による作業前と作業後の
疲労評価スコアの平均を配色ごとにプロッ
トした。陽画表示の配色 P1（図 1）では、5
群 25項目の自覚症のうち 19項目で作業後の
疲労評価スコアが有意に高かった。有意差の
みられた項目数が最も多かったのは、Ⅱ群
（不安定感）の 5項目「いらいらする」、「お
ちつかない気分だ」、「不安な感じがする」、
「ゆううつな気分だ」、「考えがまとまらな
い」とＶ群（ぼやけ感）の 5項目「目がかわ
く」、「目がいたい」、「ものがぼやける」、「目
がつかれる」、「目がしょぼつく」であった。
次いでⅢ群（不快感）の 4項目「頭がおもい」、
「気分がわるい」、「頭がいたい」、「頭がぼん
やりする」、Ⅰ群（ねむけ感）の 3 項目「や
る気がとぼしい」、「全身がだるい」、「横にな
りたい」、Ⅳ群（だるさ感）の 2 項目「肩が
こる」、「腕がだるい」であった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 陽画表示の他の配色についても同様に分
析した結果、8 配色のうち有意差のみられた
項目数が最も多かったのは配色 P1で 19項目、
次に配色 P4 で 16 項目であった。有意差のみ
られた項目数が最も少なかったのは、配色 P6
と P8 で 5項目、次に配色 P7 で 7項目であっ
た。 
 陰画表示の配色 N1 では、5 群 25 項目の自
覚症のうち6項目で作業後の疲労評価スコア
が有意に高かった。6 項目のうち有意差のみ

図 1 VDT 作業前後の疲労評価スコア 
（陽画表示 配色 P1) 



られた項目数が多かったのは、Ⅳ群（だるさ
感）の 2項目「肩がこる」、「手や指がいたい」
とＶ群（ぼやけ感）の 2項目「目がかわく」、
「目がいたい」であった。次いで、Ⅰ群（ね
むけ感）の「横になりたい」、Ⅱ群（不安定
感）の「考えがまとまりにくい」であった。
陰画表示の他の配色についても同様に分析
した結果、8 配色のうち有意差のみられた項
目数が最も多かったのは配色 N6 で 16 項目、
次に配色 N3 で 13 項目であった。作業前と作
業後の疲労評価スコアに有意差のみられた
項目数が最も少なかったのは、配色 N2 の 1
項目、次いで配色 N1、N4、N8 の 6 項目であ
った。 
 
⑤画面に対するイメージ評価 
 全配色の VDT 課題作業終了後、各配色の画
面に対して抱いたイメージの平均を求めた。
陽画表示の配色 P1～P8 では、8配色間の見や
すさ、読みやすさ、美しさ、派手さの 4項目
のイメージ評価に有意差が認められた。機能
性に関しては、文字と背景の明度差が大きい
配色ほど見やすく、読みやすいと評価された。
美しさに関しては、文字と背景の明度差が大
きい配色ほど美しいと評価され、背景の彩度
が高い配色ほど派手と評価された。 
 陰画表示の配色 N1～N8 では 8 配色間の見
やすさ、読みやすさ、派手さの 3項目のイメ
ージ評価で 8 配色間に有意差が認められた。
機能性に関して、文字と背景の明度差が最も
小さい配色 N1 は、見にくく読みにくいと評
価された。美しさに関しては、8 配色間の評
価に有意差がみられず、配色 N3、N4 は派手
と評価された。 
 
(2)考察 
①作業量と誤入力率による作業効率 
 陽画表示では、文字色と背景色の明度差が
最も小さい配色 P1 のみ、他の全配色より誤
入力率が有意に高く、作業効率への影響がみ
られた。WCAG 2.0 に示された文字色と背景色
のコントラスト比に着目すると、レベル AA
基準値である 4.5：1 以上を満たす配色（P6
～P8）に加え、配色 P1 を除く国際基準を満
たさない配色（P2～P5）においても作業量及
び誤入力率に有意差は認められなかった。ま
た、配色 P2～P8 の 7 配色は背景色の彩度条
件は異なるが、7 配色間の作業効率への影響
に違いはみられなかった。陰画表示では、作
業量及び誤入力率について8配色間に有意差
はみられなかった。また、作業量と誤入力の
いずれも背景色の明度及び彩度との有意な
相関関係は認められなかった。 
 これらの結果から、陽画表示と陰画表示の
いずれ配色も VDT 画面による 30 分間の作業
の場合、背景色と文字色の色彩条件及び国際
基準への適合の可否は、作業効率に影響を及
ぼす要因と言い難い。しかしながら、文字色
と背景色の明度差が最も小さい陽画表示配
色において作業効率の低下が認められた。

Buchner ら（2007）は、文書校正のパフォー
マンス結果について周辺照明及び色コント
ラストには関連がみられず、色のコントラス
トは輝度のコントラスト不足を補填できな
いことを報告している。このことから、有彩
色を用いた配色の場合、明度条件は彩度条件
より作業効率へ影響を及ぼしやすい要素と
考えられる。 
 作業効率と背景色の明度との関係に着目
すると、陽画表示と陰画表示のいずれも作業
量及び誤入力率と背景色の明度及び彩度と
に有意な相関関係は認められなかった。作業
量及び誤入力率のばらつきは、VDT 作業に係
るパフォーマンスの個人差が主たる原因と
考えられる。背景色をグレースケールの無彩
色とした研究（片山ら 2011）において、作業
量及び誤入力率と背景色の明度との相関関
係は、陽画と陰画の表示モードにより異なっ
たことから、VDT 画面の背景色が作業効率へ
及ぼす影響は、背景色に用いる色相により異
なる可能性が示唆された。 
 
②生理指標による作業負担 
 VDT 作業の疲労に関して、収縮期血圧値は
知的作業時に下降傾向を示すことが報告さ
れている（中山ら 2001）。また、VDT 作業者
の心拍数については、作業時間が増加し身体
的・精神的緊張状態になることで、交感神経
系が刺激され心拍数が上昇することが報告
されている（高橋ら 2009）。 
 陽画表示においてVDT作業負担の程度は血
圧変動として表出しなかったが、WCAG 2.0 に
適合しない 4配色（P1、P3、P4、P5）と適合
する 2配色（P7、P8）の計 6配色で作業後の
心拍数が有意な高値を示した。陰画表示では、
配色 N7 において作業後の収縮期血圧が有意
な高値を示し、配色 N1 において作業後の心
拍数が有意な高値を示した。心拍数の上昇に
ついては、文字色と背景色の明度差が小さい
配色や明度の高い背景色のVDT画面を注視し
ながら文字探索課題を継続することで、身体
的負荷及び精神的緊張が生じ、交感神経系が
刺激されたのではないかと考えられる。 
 CFF 値に着目すると、陽画表示 8 配色全て
において作業後の値が有意に低かった。この
うち、文字色と背景色の組み合わせが国際基
準に適合する配色（P6～P8）においても CFF
値の有意な低下が認められた。これらの結果
より、文字色と背景色の明度差やコントラス
ト比が十分に得られる配色においても背景
色の明度が高い場合、作業負担に影響を及ぼ
す可能性が示唆された。 
 また、陰画表示配色である N1～N6 の 6 配
色について、作業効率の低下は認められず
CFF 値の低下が認められたことから、30 分間
の VDT 作業が遂行可能な配色においても、そ
の作業負担は中枢疲労としてCFF値変動に影
響を及ぼす場合があると考えられる。さらに、
この 6配色では国際基準に適合しない 2配色
（N1、N2）に加え、国際基準に適合する 4配



色（N3～N6）においても CFF 値が有意に低下
した。この理由として、作業前後の CFF 値に
有意差がみられなかった 2配色（N7、N8）と
比較すると、配色 N3～N6 の背景色の刺激純
度（86 %～95 %）の高さが挙げられる。配色
N7 の背景色のように刺激純度（89 %）が高い
色でも明度が低い場合、色みは知覚されにく
いが、配色 N3～N6 の場合、明度が高いほど
青色相の色みが強く知覚される。VDT 画面の
広域を占める背景色の彩度及び明度が高く、
色みが強い配色の場合、VDT 画面を注視し続
ける作業負担はCFF値の低下に影響を及ぼす
ことが推測される。 
 
③自覚症による主観的疲労感 
 25 項目の症状で構成される「自覚症しら
べ」による疲労評価の結果、文字色と背景色
のコントラスト比が国際基準に適合する配
色の主観的疲労感は低く、文字色と背景色の
明度差が小さい配色ほど疲労感は高くなる
傾向が認められた。30分間のVDT作業の結果、
陽画表示において国際基準に適合しない配
色で疲労感は増加する傾向がみられたのに
対し、陰画表示のうち国際基準に適合しない
2配色（N1、N2）で疲労感の増加が抑制され、
陽画表示と陰画表示の表示モードにより異
なることが示された。Hall ら（2003）は、ウ
ェブページの読みやすさと配色組み合わせ
との関係がウェブガイドラインと矛盾する
場合があることを報告している。これらの原
因として、国際基準におけるコントラスト比
の算出方法が考えられる。異なる VDT 機器を
介して表示されるデジタルコンテンツのア
クセシビリティを高めるための技術指針と
いう特性上、WCAG2.0 におけるコントラスト
比は RGB 値から算出される。このため、RGB
値によるコントラスト比とVDT画面上に表示
された色を測定した色度を用いたコントラ
ストは必ずしも一致しない。XYZ 三刺激値か
ら sRGB 値への変換式はいくつか提案されて
いるが、小林（2002）による計算式を用いて
本研究の使用色の測定値（XZY 三刺激値）を
sRGB 値に変換した値は、設定値による RGB 値
（表 1）とは一致しなかった。今後、デジタ
ルコンテンツにおける色彩設定において、文
字色と背景色の実測値によるコントラスト
基準をガイドライン化する等の対策が望ま
れる。しかしながら、個々の VDT 製品の仕様
及び性能により同一のRGB値に設定された場
合でも色の見えは異なり、色度の実測値は異
なる可能性がある。この点は色の実測値を用
いたガイドライン策定を困難にしている要
因といえる。 
 なお、本研究で設定した 30 分間の作業時
間は比較的短時間の作業であったといえる
が、自覚症による疲労感が有意に増加した配
色については、30 分間を超える長時間作業に
おいても不適であると推定できる。暗算作業
を用いた精神作業負荷の指標の検討におい
て、作業開始後 90 分後に作業成績が低下し

たとの調査結果がある（三宅ら 1990）。VDT
機器を介したデジタルコンテンツの利用は
文字による情報の閲覧及び文章入力作業が
中心であると考えられ、それらの作業が長時
間に及ぶ場合、作業負荷及び拘束性等の作業
特性の違いによる影響も考えられるため、今
後は、作業時間の長さと作業内容の特性との
関連を踏まえたさらなる検討が求められる。 
 
④画面に対するイメージ評価 
 画面の見やすさや読みやすさに関する機
能性の評価では、陽画表示と陰画表示のいず
れも文字色と背景色の明度差が大きいほど
評価値が高かったことから、文字色と背景色
の明度差を確保することで機能性の評価を
高めることが実証された。しかし、背景色の
彩度値と機能性の評価に関連性はみられな
かった。したがって、文字色が同一の配色群
における背景色の彩度は機能性の評価に影
響を及ぼしにくいと考えられる。 
 陽画表示では文字色と背景色の明度差が
大きい配色ほど美しいと評価されたが、陰画
表示では美しさの評価に有意差はみられな
かった。このことから、背景色が同一であっ
ても使用する文字色による陽画表示と陰画
表示の表示モードによって審美性に関する
イメージ評価は異なることが示された。陰画
表示のうち背景色の刺激純度が 86.0 %～
95.0 %の比較的高い配色は 5配色であったが、
このうち、派手と評価された配色 N3、N4 の Y
値は 15.8～10.0 cd/m2であり、他の配色の Y
値は 0.5～4.0 cd/m2と低かった。本研究では、
彩度を変化させるパラメーターとして刺激
純度を用い、明度を変化させるパラメーター
として Y値（cd/m2）を用いたが、色みの強さ
は明るさによって変化するため（大田 1993）、
背景色の彩度が近似する配色群の場合、背景
色の明度の違いにより派手さのイメージ評
価に差異が生じたと考えられる。 
 本研究にて国際基準に適合しない配色に
おいても見やすい、読みやすいと評価された
配色がみられた点は、無彩色のグレースケー
ル配色を用いたVDT作業に関するこれまでの
研究結果（片山ら 2011、2012）を支持する結
果となった。これらのことは、デジタルコン
テンツ作成において国際基準への適合の可
否に加え、機能性を高めるための補助指標の
必要性も示しているといえる。 
 以上より、有彩色である青色相を背景色に
した画面を用いたVDT作業において配色及び
表示モードによって作業効率や生理的心理
的反応は異なったため、青色相以外の有彩色
を用いた配色についてもVDT作業へ影響を及
ぼすことが予想される。社会の高度情報化に
ともない、コンピュータのみならずスマート
デバイス等の多様なICT機器を介したデジタ
ルコンテンツの利活用はさらに増加するこ
とが予測される。また、近年普及が進んでい
るタブレット・コンピュータは教育機関にお
いても学習端末として導入され、利用されて



いることから（The New Media Consortium 
2013）、タブレット・コンピュータ等の多様
な端末を介するVDT作業についての検討も必
要といえる。 
 今後、作業効率を向上させ、身体的疲労度
や心理的負担を軽減するためのVDT画面の色
彩設計に本研究成果を活用することで、VDT
作業における快適な視環境整備が推進でき
ると考えられる。 
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